
 
 

 
 

（
二
十
六
）
「
青
木
」
と
「
三
蔵
」 

 

 
東
林
木
町
国
道
四
三
一
号
バ
イ
パ
ス
の
南
方
・
一
畑
電
鉄
大
寺
駅
近
辺

か
ら
浜
町
内
ま
で
の
田
園
地
帯
を
「
青
木
」
と
呼
び
ま
す
。 

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
出
雲
地
方
で
は
大
洪
水
が
発
生
し
て
、
そ
れ

ま
で
斐
伊
川
は
西
流
し
て
日
本
海
に
注
い
で
い
た
本
流
が
閉
鎖
し
て
、
宍
道

湖
方
面
へ
の
一
路
本
流
と
な
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
こ
ろ
ま
で
の
青
木
地
帯
は
、
斐
伊
川
の
小
さ
な
支
流
が
東
流
し
て
お

り
、
川
の
周
辺
に
は
青
々
と
し
た
草
木
が
生
え
繁
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。 

古
来
か
ら
青
は
空
の
色
や
海
の
色
に
表
わ
さ
れ
る
よ
う
に
生
活
の
中
に

常
に
あ
る
色
で
す
。
ま
た
中
国
に
は
五
行
四
想
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す

が
、
青
は
木
を
意
味
し
、
人
を
包
み
込
む
豊
か
な
心
「
仁
」
と
表
わ
さ
れ
て

い
ま
す
。 

神
社
の
祭
礼
の
際
に
使
わ
れ
る
五
色
絹
（
ご
し
き
ぎ
ぬ
）
の
「
五

色
」
は
、
古
代
中
国
に
成
立
し
た
「
五
行
説
（
ご
ぎ
ょ
う
せ
つ
）」
と
い
う
学

説
に
由
来
さ
れ
、
天
地
万
物
を
造
っ
て
い
る
五
つ
の
要
素
、
木
・
火
・
土
・

金
・
水
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
「
青
木
」
と
東
方
に
隣
接
し
て
「
三
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
地
帯
が
あ
り
ま

す
。
古
老
の
話
に
よ
り
ま
す
と
「
三
蔵
」
は
、
昔
、
大
寺
薬
師
の
寺
領
地
で

あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

「
三
蔵
」
と
は 

仏
教
用
語
で
「
三
種
の
篭
」
と
い
う
意
味
で 

「
経
・
律
・

論
」
の
「
三
蔵
」
に
通
じ
て
い
る
学
僧
を
尊
称
す
る
と
き
に
、
名
前
の
後
に

「
三
蔵
」
を
付
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 (

例
・
三
蔵
法
師)

 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
「
青
木
」
は
ま
だ
未
開
拓
地
の
こ
の
純
粋
で
神
聖

な
土
地
を
地
名
と
し
て
名
付
け
、「
三
蔵
」
と
い
う
地
名
は
大
寺
薬
師
が
全
盛

の
頃
、
寺
領
地
を
名
付
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

最
近
、
「
青
木
」
と
「
三
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
地
帯
で
発
掘
作
業
が
行
わ
れ
、

そ
の
発
掘
調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
の
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
が
発
掘
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
奈
良
時
代
の
、
か
な
り
充
実
し
た
集
落
の
跡
・
そ
し
て
、
役
所

の
よ
う
な
神
社
が
立
ち
並
ん
で
い
た
ら
し
い
事
、
全
国
で
は
じ
め
て
の
木
製

の
神
象
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 


